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泥水加圧式シール ド二法による海底横断

図-2 シールド機

コンづアより排土Lなくなった.-ツチを開放してみ

るとバルクヘッド内は掘削土により閉塞しており,ス

クリュコンベア取込口の土砂を取 り出しカッタを回転

すると,カッタ面に付着した土砂は自然に剥離する状

態で粘着力は小さかった｡そこで取込口のアーチング

現象を防止するためにノズルを取付け,高圧水の噴射

(圧力45kgf/cm2,水量39且/min)で破壊してやると,

1リングにつき平均30分程度でスムースに掘進できたO

このときの土質は表-1の③,(むである｡

表-1 土質試験結果

No.3≡No.4
j二 法 喜密f判式 射 -y-1式 加水式 加/i(式】

Eレキ/,I(2,000p以上) % 0.5 19 1 6
砂 分 (74-2,000/L) % い8.5 】46 萱56 68
シルト分 (5-74p) % 26.5 蔓22 を33 20

ニ 粗 土 J,f(5FL以下) ㌔ 24.5 03 10 0
･拡大粒行 mm 2.0 い9.1 4.76 9.52
均 等係 数 Uc 70.4 ≦22,8 ∃18.6 ∃

∃ 川 lE率係 数 UcJ ≡ 6.6 喜3.5 3.3 …

≡ヲ 粕l∴≡71LT_,[喜一 液.ド附 非 礼 喜42.0 ≡30.4∈
97,JI/F:阻淋 lt'p % 18.2 NP Lf22.9 NP

日本紙--上空等分 菜fl

∫-_紘(･の比荻GS
CL …SM

2.693≦2.712

EL"】然 含水比zL･%書35.4
2,766∃2.681

37.39喜28.63

5.あとがき

∵敗にいわれているよりも,当工事における土庄バラ

ンス式の適用範囲が非常に狭かった｡これはバルク-ツ

ドの形状,スクリュコンベアの排士取込口の位置による

と考えられる｡

また,セグメントのシールには発泡ポリエチレンを2

枚張りし,陶土急結エアモルタルの即時裏込注入は効果

的だった｡

■抄 錦

泥水加圧式シールド工法
による海底横断

前原 常信*

横浜市下水道六瀞;弓覇は,海岸沿いの旧市街地を適っ

て大きく湾曲するのを避けるため,1円繊巧の土被 りの少

ない海底を直線で横断した｡

工ヨ碍粍要は次のとおりである｡

工事名 金沢処理区六浦幹線下水道整171r'江事(その2)

企業先 横浜市下水道局

1 期 昭和54年9月～昭和55年10月

延 長 543.6m (海底部261.6m)

セグメント外径 4,300mm

1.土 質

発進側の陸上部から海底部-かけて凝灰質砂岩が広が

っているが,大部分は砂質シルト (〃値2-5)及びシ

ルト質細砂 (N値5-10)である｡(図-1参照)

ホ横浜 (支)平潟(班)所長
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秋田駅構内金照寺架道橋新設工事について
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図- 1 土質縦断図

秦- 1 海底掘進の問題点と対策

問 題 ･lTJ

(設計上の問題)

1.品も′左全な_】二法の迷走｡

2.海水によるセグメントの腐食とシールド

トンネルの止/粧i三｡

3.うもれ木､lirい係船杭など障害物がある

ことが考えられるo

(施｣ニトの問題)

4.シールド掘進機の遁/粧l三O

対 策

泥水加Ti:_式シールドこし法とする｡

海底部については､ダクタイルセグメント

を採用｡

FIB:気設備を設け､シールド機内より薬液言_i

人_Lができる構造とする｡

iL砂シ-ル及びテールシールの検討とテ-

5.泥水や裏込注入材が海底-暁光すること 巨レシールの破断防州 乱 臣a.泥ノ帖 管珂:I.の徹底と泥桶 送設備の検銑 ≧
による海水汚梁の防止o b.盛込注入方法の検討○ ∃

E6∴1-.被 りが少いことによるシールドトンネ a.ダクタイルセグメントを薮くするO

ルの浮力o≡ b.トンネル内を薮くする.C.トンネルの動きを測定し､ソト ーに備えるOa.休止.時 にはスリットを閉めるOb.掘削土二Ul:の把捉oc.海底陥没時の早急な哩戻L対策oシールド機に=T.fi紺柑己管 (¢250mm)を耽り8.金沢地区は巻貝200mm､硬150mm程度のも

のが所により多論に出るO つけておくoが所により多論に出るO つけておくo

2.海底掘進の問題点 と対策

(1)設計上の関越点 と対策

① 泥水加圧式シールド工法を採用 したが,切羽の障

害物を内部から除去できるように坑内に圧気設備を

設け,機内から薬液注入のできる注入口を取 りつけ

た｡このためシールド機は周辺支持方式とした.

② 陸上に泥水処理設備の用地が確保できず,平潟湾

の海面上に800m2の作業用構台を設けた｡

③ 海底部のセグメントは,ダクタイルを採用した｡

これは,耐食性が大きいことと製作精度が高いこと

による｡

(2)シール ド掘進機の遮7回斐

遮水対策 として,テールシールは合成ゴムシール2

段,ナイロンブラシ付ウレタンシール1段 とした｡テ
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-ルシールの瑚析防止対策 とLで以下のことを行った｡

(ヨ テールシールをステンレス板で防護

② テールシール間へのグリスの填充

③ セグメント組立前の掃除の徹底

(3)泥水,裏込注入材の噴発防止

主 として漁業に与える影響から,平潟湾に泥水や裏

込注入材を噴究させられないので,次のような対策を

講じた｡

泥水輸送設備については,逸水時のための切羽水圧

保障調節弁 (め50mm),排泥管閉塞時などに瞬時に送

泥水を遮断する切羽水圧調節弁 (め150mm),切羽水圧

が設定水圧より高 くなれi釘乍動 Lて泥水を坑内へ排出

する自動庄抜弁 (50mm),及び自動庄抜弁の作動によ

るPl,P2ポンプの回転数の変化を早 く安定させるため
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の手動庄抜弁 (め50mm)を取付けたO

裏込注入工は同時自動裏込注入装置を使用すること

により,テールボイドの速やかな墳充 と注入圧の管理

の徹底を図った｡

(4)シール ドトンネルの浮力対策

① ダクタイルセグメントを重 くする｡

海底部の土被 りの少ない所では,浮力の問題があ

る｡このため,ダクタイルセグメントの箱型の中-

コンクリー トを打設 し,重量を増やして使用した.

このセグメントを使用すると土被 り最小部の浮き上

が りに対する安全率は次のようになる｡

トンネルの浮力 14.96tf/m

抵抗力(土被 り重量十セグメント自重)16.35tf/m

安 全 率 1.09

② トンネル内を重 くする｡

浮き上が りに対する安全率は難 しい問題ではある

が,土の単位体積重量の測定誤差等を考え1.2を確

保することにした｡このためには,後続台車を別に

して,1m当り1.6tfの重量を増す必要がある｡当工

事では,約20m間隔に土のうを積み,泥水を枕木の

高さまで湛水することで重量を確保 した｡

③ 沈下量の測定

①,②の重量増加のため,万一に備えて沈下封で

セグメントの動きを測定 した｡水管式相対沈下計を

土被 りの少ない区間に10-15m間隔で6箇所設置し

た｡

測定結果は,後続台車の通過により2.0-3.0mm

沈下 し,後続台車通過後1.5-3.0mm浮き上った｡

坑内清掃により湛水Lた泥水を取 り除いたとき0.5

▽ H.W-L=1-00(満潮水位 :]

平潟湾
⊂⊃しこ＼

海底 -5.01 ⊂nCO⊂rー

/I+ 0〇
○○L→｢

-8ー89

し■､〇〇 ⊂⊃m

夕 ~二 言 の マ

図-2 土被 り最小断面

NNCB工法による古墳直下の道路建設

～1.0mm浮き上がり,その後は動きがなかったo

(5)切羽の崩壊防止 と崩壊時対策

土砂の取 りA込み最の調節 と,休日,故障時等シール

ド掘進機の停止時における切羽の崩壊を防 11二するため,

幅150mmのス1)ットを完全閉塞から全開まで調節"摘旨

なスリット開閉装置を取付けた0

万一異常のあった場合には,海底測量を行い崩壊が

確認されれば,グラフ+1寸泊航運掬批i(ガット船)によ

り,翌朝には砂を搬入して直ちに投入できる連絡体制

をとった｡

(6)セグメントのシール材

土被 りの少ない海底横断のため,漏水箇所から7すくと

一緒に土砂が流入しコーキングに追われることの無い

ように,また,曲線部が多く,途中,蘭天質砂岩を通

過するので,シール材にとっての課題 とされる繰 り返

しの大きい荷重を受ける｡このため高価ではあるが,

水で膨張して止水するタイプのシール材を採用Lた｡

(抜報 VOL3.p-84参照)

1秒 鋸

NN【⊃B工法による古墳
直下の道路建設

一 建設省船子隠遁工事について-

古谷 俊雄* 氷見 昌樹**

建設省は,国道 129号線恩名～国造246号甜 鈴子を結

ぶ,延長約800mのバイパス建設を封画 L,関東地方建

設局横浜国道工事事務所の所轄により ｢浮木バイパス建

設工事｣ として実施 してきた (図-1に路線図を示す)0

ところが,路線上の一部 (延長30m)の丘陵が前方後円

墳 と判明し,その保全をはかるため,当社NNCB工法

が採用されたものである (標準断面を図-2に示す)0

1.工事概要及び施工順序

工事概要を表-1に示す｡施工順序を図-3に示す0

2.設 計

当該工事の施工条件を満足するためには,古墳上部(T.

*土木設計部
**横浜(支)山北(也)主任
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